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縦
横
無

尽
夕
テ

と
ヨ
コ

色
と
か
た
ち
の

フ

ィ
ー

ル

ド

ワ

ー

ク

圃

吉
本

忍

夕
テ
糸
の
張
力
と
織
機
の
型
式
3

る機織 り(中 国 、海南島:1990年 〉黎族の腰機によ写真1写真2タ イヤル族の腰機 による機織り(台湾、太魯閣:1994年)

写真3ア ミ族w腰 機 による機織 り(台 湾 、花蓮:1994年)カ トゥ人の腰機 による機織 り(ラ オス、フアイフ

ン村:1997年)
写真4

腰
機

1

腰
と
足
を
使
う
腰
機

腰
機

は
腰

を
使

っ
て

タ
テ
糸

に
張

力

を
付
与

す

る
型

式

の
織

機

で
あ

る
。
た
だ

し
、

そ
う
し

た
腰
機

の
う
ち

に

は
、
タ

テ
糸

に
張

力
を
付

与
す

る
た

め

に
腰

と
と
も

に
足
を

使
う

腰
機

と
、
腰

と
と
も

に
棒

を
使
う

腰
機

が

あ

る
。
今
月

号

で
は
、

こ
の
よ
う

な
腰

機

の
う

ち
、

腰

と
と
も

に
足

を
使

っ
て
タ
テ
糸

に
張
力

を
付
与

す

る
型

式

の
腰
機

に

つ
い
て
紹

介
す

る
。

腰

と
足
を

使

っ
て
タ

テ
糸

に
張

力
を

付
与
す

る
と

い

う

こ
と
は

、
タ

テ
糸

の

一
方
を
織

り
手

の
足
、

他
方
を

織
り
手

の
腰

で
ひ

っ
ぱ

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

タ

テ
糸

の

張
力

が
生

み
だ
さ

れ
る
と

い
いつ
こ
と

で
あ
り

、
機
織

り

作
業

に
お

い
て
、

タ

テ
糸

の
張
力

は
必

要

に
応

じ

て
織

り
手

の
腰
と

足

の
動

き

に
と
も

な

っ
て
加
減

さ

れ

る
。

こ
の
よ
う

な
腰
機

は
、

こ
れ
ま

で
に
東

ア
ジ

ア
、
東
南

ア
ジ

ア
、
南

ア
ジ

ア
、

ミ
ク

ロ
ネ
シ

ア
、
お

よ
び
南

米

で
使

用
さ

れ

て
き

た

こ
と

が
知

ら
れ

て
お
り

、
そ

れ
ら

の
使

用
民
族

と
し

て
は
、
中

国

の
海

南
島

に
住

む
黎

族
、

台
湾

原
住

民
族

の
う
ち

の
台
湾

本
島

に
住
む

タ
イ

ヤ

ル

人

や

ア
ミ
人

を

は

じ

め
と

す

る

プ

ユ

マ
人

以
外

の
民

族

、

ラ
オ

ス
と

ベ
ト

ナ
ム
に
住

む
カ

ト

ゥ
人

、
タ

オ
イ

人

、

ア
ラ
ク
人
、

ベ
ト

ナ
ム

の
ス

テ
ィ

エ
ン
人
、

イ

ン

ド
ネ

シ

ア
の
イ

リ

ア
ン

・
ジ

ャ
ヤ

(
ニ

ュ
ー
ギ

ニ
ア
島

西
部

)

の
北
海
岸

に
住

む

ソ
ベ
イ
人
、

イ

ン
ド
東

北
部

の
ナ
ガ

ラ
ン
ド
州

や

マ
ニ
プ

ー
ル
州

に
住
む

サ

ン
タ
ム

人

や
セ

マ
人
を

は
じ
め

と
す

る
諸
族
、

ネ

パ
ー

ル
の
ド

ル
ポ
人

や
ラ
イ
人

、

ミ
ク

ロ
ネ

シ

ア
の

フ
ァ
イ

ス
島

民
、

ペ
ル
ー

の
ケ
チ

ュ
ア
人
な

ど
が
あ

げ
ら
れ

る
。

ア
ジ
ア
と
南
米
の
腰
機

さ

て
、

腰
と
足

で
タ

テ
糸

の
張

力
を
付

与
す

る
型
式

の
腰
機

の
使

用
地

域
と
使

用
民
族

に

つ
い
て
、

わ
た

し

が

こ
れ
ま

で
に
把
握

し

て

い
る

の
は
、

さ
き

に
述

べ
た

と

お
り

で
あ
る

が
、
個

々

の
民

族

の
も

と

で
も

ち

い
ら

れ

て

い
る

腰
機

は

一
様

で
は
な
く

、
織

ら
れ

て

い
る
織

物

に

つ
い
て
も

さ
ま
ざ

ま
な
違

い
が
認

め
ら

れ
る
。

し

た

が

っ
て
、
以

下
で
は

、
そ
う

し
た
違

い
の
あ

き
ら

か

な
事

例
を
取

り
あ

げ
、

そ
れ
ぞ

れ

の
腰

機
と
、

そ
れ

ら

の
腰
機

で
織

ら
れ

て

い
る
織

物

の
概
要
を
列

記
す

る
。

黎
族

の
腰
機

中

国

の
海
南
島
南

部

に
住
む

黎
族

が
使
用
す

る
腰
機

(
写
真

1
)

は

、
整

経

方

式

が
輪

状

整

経

式

で
あ

る
。

1
9
9

0
年

に
黎

族

の
村

で
調

査
し

た
さ

い
の
腰
機

の

お
も

な
構
成

部
品

に
は

、
先
端

棒

(
タ

テ
糸
保

持

具
)
、

手

元
棒

(
タ

テ
糸

保

持

具
/

2
本

-
組

)
、

腰
当

、

輪

状

綜
続

、

開

口
保
持

棒

(中

筒
)
、
開

口
補

助
板

(
紋

組

織

用

の
タ

テ
糸
す

く

い
板

)
、

タ

テ
糸
整

列

具

(
タ

テ
糸

整
列

板

-
本
と

タ

テ
糸
整

列
棒

1
本

)
、
緯
入

具
、

緯

打
具

が
あ
り

、
織
り

手
は
先

端
棒

の
両
端

を
左
右

の

足

の
裏

で
保
持

し
、
手

元
棒

の
両
端

に

つ
な

が
れ

た
腰

当

を
介
し

て
タ

テ
糸

の
張
力

を
加

減
し

て

い
た

。
ま
た

、

そ

の
腰
機

で
は

、
女
性

用

の
筒

型

ス
カ
ー

ト

の
布
素

材

と

な

る
タ

テ
縞

に

ヨ

コ
糸
浮
織

(縫

取
織
)
技

法
を

併

用

し
た
、

織
幅

が

40
セ
ン
チ

の
木
綿

の
紋
織

物
が
織

ら

れ

て

い
た

。

タ

イ
ヤ

ル
族

の
腰
機

台
湾
中

部

の
東

海
岸

に
住

む
タ
イ

ヤ

ル
族

の
あ

い
だ

で
使
わ

れ
て

い
る
腰
機

(写
真

2
)

は
、
整

経
方
式

が

輪

状
整
経

式

で
あ

る
。

1

9
9
4
年

に
台
湾

東
海
岸

の

太

魯
閣

で
調
査

し
た

さ

い
の
腰
機

の
お
も
な

構
成

部
品

に
は
、
先

端
具

(タ

テ
糸

保
持

具
)
、
手

元
棒

(
タ
テ
糸

保

持
具

)
、
腰
当

、
輪
状

綜
続

、
開

口
保
持
棒

(中

筒
)
、

タ

テ
糸
整

列
棒

、
緯
入

具
、
緯

打
具

が
あ
り

、
織

り
手

は
床

に
置

か
れ

た
大
き

な
割

れ
目
太

鼓
状

の
先
端

具

の

両

端
を
左

右

の
足

の
裏

で
保
持

し
、
手

元
棒

の
両
端

に

つ
な
が

れ
た
腰

当
を
介

し

て
タ

テ
糸

の
張
力

を
加
減

し

て

い
た
。

ま
た

、

そ

の
腰
機

で
は
苧

麻
糸

を
使

っ
て
、

衣
料
素

材
と

な

る
織

幅

が

45
セ

ン
チ

の
タ

テ
縞
織

物

が

58



サ ンタム人 の織 り習 い

用腰機 に よる機 織 り1

(インド、ナガラン ド州、

ア ンガムバ村:1996年)

写真5

サ ンタム人の織 り習い

用 腰機 によ る機織 り2

(イン ド、ナガランド州、

アンガムバ村:1996年)

写真6

ケ チュア人の枝状織物用

腰機 の織機構造

a1～a2一輪状綜続(糸 綜続)

b一腰当(腰 紐)

図1

セマ人の織 り習い用腰機による機織り(イ ン ド、ナガ

ラン ド州ピケ村:1997年)

写真7

織

ら

れ

て
い
た
。
な

お
、
先
端

具

が
割
れ

目
太
鼓

状
を

呈

し

て

い
る

の
は
、

ヨ

コ
糸

の
打
ち

込

み
に
よ

っ
て
共

鳴

音
を

発
生

さ
せ

る
た
め

の
工
夫

で
あ

り
、

タ
イ
ヤ

ル

族

に
特

徴
的

な

こ
の
先
端
具

を
と
も

な

っ
た
機

織
り

で

は
、

ヨ

コ
糸

を
打
ち

込
む
た

び

に
先
端

具
が
ま

さ

に
割

れ
目
太

鼓
と

同
様

の
音
を
響

か
せ

て
、

単
調
な
機

織

り

作
業

に
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
音
響
効

果
を
も

た
ら
し

て

い
た
。

ア
ミ
族

の
腰
機

台
湾

南
部

の
東
海

岸

に
住

む

ア
ミ
族

の
腰
機

(写
真

3
)

は
、
整

経
方
式

が
輪
状

整
経

式

で
あ
る

。
さ
き

の

タ
イ

ヤ

ル
族

の
調
査

の
前

に
台
湾
東

海
岸

の
花

蓮

で
調

査
し

た

ア
ミ
族

の
腰

機

の
お
も
な
構

成

部
晶

に
は
、

先

端
棒

(
タ

テ
糸

保

持

具

/
2
本

-
組

)
、
手

元
棒

(
タ

テ
糸

保

持
具

)
、

腰
当

、
輪

状

綜
続

(
地
綜

続
と

紋

綜

続

の
2
本
)
、

開
口
保

持
棒

(中
筒
)
、
タ

テ
糸
整
列

棒
、

緯
入

具
、
緯

打
具

が
あ
り

、
織
り
手

は

2
本

の
先
端

棒

の
両
端

を
左

右

の
足

の
裏

で
保
持

し
、
手

元
棒

の
両

端

に

つ
な
が

れ
た
腰
当

を
介

し

て
タ

テ
糸

の
張
力

を
加

減

し

て

い
た
。

こ

の
腰
機

で
は
、

ウ
ー

ル

の
色
糸

を
使

用

し

て
、

ヨ

コ
糸
浮
織

(縫

取
織

)
技
法

に

よ
る
織
幅

が

19
セ

ン
チ

の
紋
織
物

が
織

ら
れ

て

い
た

。
な

お
、
腰

機

の
構

成
部
品

は
本

来
は
す

べ

て
木

製

で
あ

る
が
、
腰

機

の
先

端
棒

、
手
元

棒
、
紋

綜
続

の
綜
続

棒
、

開

口
保

持

棒

に
は
、
ビ

ニ
ー
ル
パ
イ

プ
が
使

わ
れ

て

い
た

。

カ

ト
ゥ
人

の
腰
機

ラ
オ

ス
南

部

、
お
よ

び
そ

の
地
域

に
隣
接

す

る
ベ
ト

ナ

ム
に
住

む

カ
ト

ゥ
人

の
あ

い
だ

で
使

用

さ
れ

て

い
る

腰
機

(
写
真

4
)
は
、

整
経
方

式

が
輪

状
整

経
式

で
あ

る
。

1
9

9
7
年

に
ラ
オ

ス
南

部

の

フ
ア
イ

フ
ン
村

で

写真8ケ チュア人の投石紐用腰機 に よ

る機織 り1(ペ ルー:チ ンチ ェ
ー口:1999年 〉

調

査

し
た
カ

ト

ゥ
族

の
腰
機

の
構
成

部
品

に
は
、

先
端

棒

(
タ

テ
糸

保
持

具

/

2
本

1
組

)
、
手

元

棒

(タ

テ

糸
保

持

具

/

2
本

1
組

)
、
腰

当

、
輪

状
綜

続

、
開

口

保
持

棒
、

開
口
補

助
棒

、
伸
子

、
緯

人
具
、

緯
打
具

が

あ
り

、
織

り
手

は
2
本

の
先
端

棒

の
両
端
を

左
右

の
足

の
裏

で
保

持
し

、
手
元
棒

の
両
端

に

つ
な

が
れ
た
腰

当

を
介

し

て
タ

テ
糸

の
張
力

を
加

減
し

て

い
た

。

こ
の
腰

機

で
は
、

ウ
ー
ル

の
色
糸

を
使

用
し

て
、
織

幅
が

80
セ

ン
チ

の
木
綿

の
タ

テ
縞
織

物
が
織

ら
れ

て

い
た

。

サ
ン
タ

ム
人
の
織

り
習

い
用
腰
機

イ

ン
ド
東

北

部

の
ナ
ガ

ラ
ン
ド
州

に
住
む

サ

ン
タ

ム

人

の

、
般

的
な
織

機

は
、
腰

と
と
も

に
棒
を

使
用

し

て

タ
テ
糸

に
張

力

を
付
与

す

る
型
式

の
腰
機

で
あ
り

、
整

経

方
式

は
輪
状
整

経
式

で
あ

る
が
、

女

の
子

た
ち

が
織

り

習

い
に
使
用

し

て

い
る
織
機

は
、

腰
と
足

を
使

っ
て

タ

テ
糸

に
張
力

を
付
与

す

る
型
式

の
腰
機

で
あ

る

(写

真

5
～

6
)
。
1

9
9
6
年

12
月

か
ら
翌
年

の
1
月

に
か

け

て
ナ

ガ

ラ
ン
ド

で

フ
ィ

ー
ル
ド

ワ
ー

ク
を

お

こ
な

っ

た
さ

い
に
、
州

中
部

の

ア
ン
ガ

ム
バ
村

で
調

査
し

た
サ

ン
タ

ム
人

の
織

り
習

い
の
腰
機

は
、

整
経
方

式

は
平
整

経

式

で
あ

っ
た
。
ま

た
、
構
成

部
品
と

し
て
は
、
先
端
棒

(
タ

テ
糸

保
持
具

)
、
手

元
棒

(
タ
テ
糸
保

持
具
)
、
腰
当

(腰
紐
)
、
輪

状
綜

続
、
開

口
保
持

棒

(中

筒
)
、
緯

入
具

、

緯

打
具

が
あ
り

、

こ

の
腰
機

で

は
ウ
ー

ル

の
糸
を

使

っ

て
織
幅

が

2
セ
ン
チ

の
紐
状
織

物
が
織

ら
れ

て

い
た

。

セ

マ
人

の
織
り

習

い
用

腰
機

イ

ン
ド

の
ナ
ガ

ラ

ン
ド
州

に
住

む
セ

マ
人

の

一
般
的

な
織
機

は
、
前

記

の
サ

ン
タ
ム
人

と
同
型

式

の
腰
機

で

あ
り

、
整
経
方

式

は
輪

状
整

経
式

で
あ

る
が
、
女

の
子

た
ち

が
織
り

習

い
に
使
用

し

て

い
る
織
機

は
、

腰
と
足

を
使

っ
て
タ

テ
糸

に
張
力

を
付

与
す

る
型
式

の
小
型

の

腰
機

で
あ

る

(写
真

7
)
。

1

9
9

7
年

の
正

月

元

日

に
州

中
部

の
ピ
ケ
村

で
お

こ
な

っ
た

セ

マ
人

の
織
り

習

い
の
腰
機

は
、
整
経

方
式

が
平
整

経
式

で
、
腰

機

の
構

成

部
品

と

し

て
は

、
先

端

棒

(
タ
テ
糸
保

持
具

)
、
手

元
棒

(タ

テ
糸
保

持
具

)
、
腰
当

(腰
紐

)
、

開

口
補
助

板

(
タ

テ
糸

す
く

い
板

)

兼
緯

打

具
が

あ

る

の
み

で
、

綜
続

や
開

口
保
持

具

(中
筒

)
な

ど

の
開
口
具

は
用

い

て
お

ら
ず
、

こ

の
腰

機

で
は

ウ
ー

ル
の
糸

を
使

っ
て
織

幅
が

2
セ

ン
チ

の
紐
状

織
物

が
織
ら

れ

て

い
た
。
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写真10石寨 山遺跡出土の貯貝器の
上部を飾る機織り女などの
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写真9ケ チュア人の投石紐用腰機 による機織 り2(ペ
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ラ
イ
人

の
細
幅
織
物

用
腰
機

ネ
パ

ー

ル
の
東

部

に
住

む

ラ
イ
人

の
も
と

で

は
、
タ

テ
糸

を
織

り
手

の
腰

の
う

し

ろ
と
足

の
親
指

に

か
け
渡

し
、
腰
と

足

の
親

指
を

使

っ
て
タ

テ
糸

に
張

力
を
付

与

す

る
型
式

の
織
機

が
も

ち

い
ら
れ

て

い
る
こ
と
が
、
Q。
⊆
匹

U
毒

ω
3
0
冨

に
よ

っ
て
紹
介

さ
れ

て

い
る

ロ
)
¢
z
°・
ζ
O
幻
国

一㊤
㊤
ω
"◎。"
◎。
Σ

。

こ
の
織
機

も
ま

た
腰

と
足
を

使

っ
て

タ

テ
糸

に
張

力

を
付

与

す

る
型
式

の
腰
機

(図

2

)
で
あ

り

、

こ
の
腰
機

で
は
背

負

い
袋

の
紐

と
し

て
使

わ
れ

る

織

幅

10

セ

ン
チ
程

度

の
細
幅

織

物

が
織
ら

れ

て

い
る
。

た
だ
し

、

こ
の
腰
機

の
報
告

と
し

て
は
、

1
枚

の
写
真

と
簡
単

な
記

述
が
あ

る

の
み
で
、
整

経
方
式

は
輪

状
整

経
、
擬

似
輪
状

整
経

、
結
節

輪
状
整

経

の

い
ず

れ

で
あ

る

の
か
不
明

で
あ

る
。
ま
た

、
構
成

部
品

に
は

2
枚

の

輪

状
綜

続
が

あ
り
、

そ
れ
ら

を
交

互
に
引

き
ヒ

げ
る

こ

と

に
よ

っ
て
タ

テ
糸

の
開

口
と
逆

開
口

が
お

こ
な
わ

れ

る

こ
と

が
あ

き
ら
か

に
さ
れ

て

い
る
に
す
ぎ

な

い
。

ケ
チ

ュ
ア
人

の
細
幅
織
物

用
腰
機

ペ

ル
ー

・
ア
ン

デ
ス

の
ケ

チ

ュ
ア
人

の
も

と

で
は

、

今
年

の
3
月

号

(
胴
号
)

で
紹
介

し
た
枝

状
織
物

を
織

る

た
め

に
使

わ

れ

て

い
る
腰
機

の
う

ち

の
1
型
式

と

、

5
月
号

(
脇
号
)

で
紹
介

し
た
投

石
紐

の
中
央

部

の
石

を
受

け
る
部

分
を
織

る
た

め
に
使

わ
れ

て

い
る
腰
機

の

2
型

式
が

、
腰
と

足
を
使

っ
て
タ

テ
糸

の
張
力

を
付
与

す

る
型

式

の
腰

機

で
あ
り
、

こ
れ

ら

の
腰
機

の
整
経

方

図2ラ イ人の細幅織物用腰機 の

織機構造
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式

は
、

い
ず

れ
も
平
整

経
式

で
あ

る
。
ま

た
、

こ
れ
ら

の
う
ち

枝
状
織

物
を
織

る
た

め

の
腰
機

(図

1
)

の
構

成

部
品

と
し

て
は
、

腰
当

(腰
紐

)
と

2

つ
の
輪

状
綜

続

(糸

綜
続

)
と
緯

入
具
兼

緯
打

具
と

し
て

の
針

が
あ

る

の
み

で
あ

る
。
ま

た
、
投

石
紐

の
中
央

部
を
織

る

た

め

の
2
型
式

の
腰
機

の
構
成

部
品

に

つ

い
て
は
、

一
方

(写
真

8
)

が
腰
紐

(
タ

テ
糸
保

持

具

)

の
み

で
、
他

方

(
写
真

9
)
は
先

端
棒

(汐

テ
糸
保
持

具
)

と
腰
紐

(タ

テ
糸

保
持

具
)

の
み

で
あ

る
。

以

上

で
は
、
腰
と

と
も

に
足
を

使

っ
て
タ

テ
糸

に
張

力
を
付

与
す

る
型
式

の
腰
機

を

10
種

類

ほ
ど
紹
介

し

た

が
、

冒
頭

に
述

べ
た
民
族

の
う
ち

、

タ
オ
イ
人

、

ア
ラ

ク
人

、

ス
テ
ィ

エ
ン
人
、

ソ
ベ
イ

人
、

フ

ァ
イ

ス
島

民

な
ど

の
腰
機

は
、
基

本
的

に
黎
族

や

カ
ト

ゥ
人

の
腰
機

と
同

型
式

で
あ

る
。
た
だ

し
、

フ

ァ
イ

ス
島

民

の
腰
機

に

つ
い
て
は
、
予
供

た
ち

の
織
り

習

い
用

の
腰
機

で
あ

る

。
ま

た
、

ド

ル
ポ

人

の
腰
機

に

つ

い
て
の
情

報

は
、

前

記

の
Q。
⊆
巴

U
ロ
昌
ω
∋
○
冨

の

写

真

[
】)
ご
2
°・
ζ
○
幻
国

お
㊤
。゚
"δ
Σ

に
も

と
つ

く
も

の
で
、

こ

の
腰
機

は
黎

族

や

カ
ト

ゥ
人

の
腰
機

と

同
型
式

と
見
ら

れ

る
が
、
整

経

方
式

に

つ
い
て
は
輪

状
整

経

で
は
な
く

、
擬

似
輪
状

整

経
、

あ

る

い
は
結
節

輪
状
整

経

の
可
能
性

も
あ

る
。

雲
南
出
土
の
機
織
り
女
像

腰
機

は

世
界

の
広

範
な

地
域

に

分
布

し

て

い
る
が

、

図3貯 貝器の上部を飾る機織り女像の1例

細
幅

織
物

を
織

る
た
め

の
腰
機

を
除
く

と
、
そ

の
分
布

は
環
太
平

洋
と

そ

の
周

縁
地
域

に
限
定

さ
れ
、

そ
う

し

た

腰

機

を

と
も

な

っ
た
機

織

り

文

化

の
起

源

に

つ

い

て
、
わ

た
し

は
中
国
と

新
大

陸
を
想
定

し

て

い
る
。

ま

た
、
今
月

号

で
紹
介

し
て
き

た
腰
と

足
を
使

っ
て
タ

テ

糸

に
張
力

を
付

与
す

る
型
式

の
腰
機

は
、
細

幅
織
物

を

織

る
た

め

の
織

機
以
外

は
、

い
ず

れ
も
整

経
方
式

が
輪

状
整
経
式

で
あ

る
と

い
う
特
徴

が
見

い
だ

さ
れ

る
。
し

た
が

っ
て
、

そ
れ
ら

の
腰
機

を
、
構

造

・
機

能
論

的
な

視
点
、

あ
る

い
は
生

産
性

に
も
と

つ

い
て
考

察
す

る
な

ら
ば

、
基
本

的
に
長

い
織
物

を
織

る

こ
と

が

で
き

な

い

こ
と

や
、
織

り
手

の
腰
と

足

の
両

方
に
負

担
が

か
か

る

な
ど

の
理
由

か
ら
、

前
記

の
黎
族

の
腰
機

を
は

じ
め
と

す

る
腰
と
足

を
使

っ
て
タ
テ
糸

に
張

力
を

付
与
す

る
と

と
も

に
、
整
経

方
式

が
輪
状
整

経
式

の
腰
機

の
型
式

は
、

腰
機

の
原
初

的
な
型

式

の
ひ
と

つ
で
あ

る
と
考
え

る

こ

と
が

で
き

る
。
ま

た
、
腰
機

の
型

式
を

ほ
ぼ
特
定

す

る

こ
と

の
で
き

る
も

っ
と
も

占

い
考
古

資

料
と

し

て
は

、

せ
き
さ
い
ざ
ん

り

か

ざ
ん

中
国

雲
南
省

の
石
暴

山
遺

跡

や
李

家
山
遺

跡

か
ら
出

上

し
た

、
紀

元
前

2
世
紀
頃

の
も

の
と
見

ら
れ

る
腰
機
を

と
も

な

っ
た
機

織
り

女
像

(写

真

10
、
図

3
)

が
知

ら

ち
ょ
ば
い

き

れ

て

い
る
。
こ
れ
は
貯

貝
器

(貨
幣

と

し
て
も

ち

い
ら

れ

て

い
た

子
安
貝

を
収
納

し

て

い
た
青
銅

器

)

の
上

部

を
飾

る
育
銅

製

の
装
飾
群

像

の
う

ち

に
見

い
だ
さ
れ

る

も

の

で
、

そ

の
腰

機

の
型

式

に

つ
い
て
は
、
整

経
方
式

が
輪

状
整
経

式
、

擬
似
輪

状
整

経
式

、
結
節
輪

状
整

経

式

の

い
ず

れ

で
あ

る

の
か
特
定

す
る

こ
と
は

で
き
な

い

も

の

の
、
前

記

の
黎
族
を

は

じ
め
と
す

る
整

経
方
式

が

輪
状

整
経

式

の
腰
機

の
類

型

で
あ
る

こ
と
は

間
違

い
な

く

、
腰
と

足
を
使

っ
た
腰
機

の
歴
史

が
紀
元
前

に
ま

で

さ

か

の
ぼ
る
古

い
型
式

で
あ

る

こ
と

が
あ
き

ら
か

に
な

っ
て

い
る
。
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